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C評価分科会）座席表  

（日 時）平成21年6月29日（月）14：00～16：00  
（会場）全国都市会館3階第  会議室  平成21年度第6回診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会  

日時二平成21年 6月29日（月）14：00～16：00  

場所：全国都市会館3階第2会議室  

議 事 次 第  

1 DPCにおいて今後検討すべき課題  

2 その他  

入  口  

［二重二互］  

診詳細 D－】－1 2l． 6  Z 9  

中医協 診－3 21  6．＋：∠ 4  
診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会委員一覧   

く委員＞  

DPC評価分科会における  
新たな「機能評価係数」の絞り込みについて（案）  

Ⅰ．次期改定での導入が妥当と考えられた項目  

氏 名   所 属 等   

相川 直樹  財団法人匡】際医学情報センター理事長   

池上 直己  慶應義塾大学医学部医療政策・管理字数授   

伊藤 軽信  独立行政法人 国立病院機構本部医療部研究課長   

木下 勝之  医療法人社団九折会 成城木下病院理事長   

熊本 一朗  鹿児島大学医療情報管理学教授   

小山 信請  東邦大学医療センター大森病院心臓血管外科部長   

斉藤 嘉一  社会保険中央総合病院名誉院長   

酒巻 哲夫  群馬大学医療情報部教授   

佐藤 博  新潟大学教授・医歯学総合病院薬剤部長   

嶋森 好子  慶應義塾大学者護医療学部教授   

辻村 イ言正  国立保健医療科学院次長   

難波 貞夫  富士重工業健康保険組合総合太田病院病院長   

西岡 清  横浜市立みなと赤十字病院院長   

原 正道  横浜市病院事業管理者病院経営局長   

松田 晋哉  産業医科大学医学部公衆衛生学教授   

山口 俊晴  癌研究会有明病院消化器外科部長   

山口 直人  東京女子医科大学医学部衛生学公衆衛生学第二講座主任教授   

吉田 英機  昭和大学医学部名誉教授   

Ⅱ．次期改定での導入を検討するため、更にデータ分析や追加の調査を実施すべきと  
された項目  

◎分科会長  ○分科会長代理  

＜オブザーパー＞  

所 属 等  

逢見 公雄  赤穂市民病院長  

●特別碑暮を行う事で医■撫関の負担が少なく速やかにデータを把離することが  

可能と考えられる陣♯   
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各項目の評価指標について  
（論点の整理）  

A．DPCにおいてのみ評価を検討する項目  
1．DPCデータを用いて分析が可能であるもの  

Ⅷ日  
U  DPC■Rとして正■ぢテ丁タを仕出していも  汁■I川の桝       断たな■花押■鰻Eとした疇曾の几点■  

ことの陣蓼  ーこ・≡・  
（正織なず－タ提出のためのコスト」凱旋不  

・DPCのデータの作劇＝は事くのコストがかかつているとのIt檎がある．  

れ・鱒斗不れコードの集塵縞よ．様式1の亦  
・吐出壬れたデー，が公暮されることで．匿よの遷■化が濾んだとのIl  

■ 三・   ・二 ・  檎がある   ・データの正確性が暮まることが期檜される  

Utl位不明・鮮■不明⊃－ド／王DPq河■■書   ●岬Ⅶ不憫、鮮用不明コードでも．不通Ⅵなコーティングではないものも  
ある  

○  
ロ博文1の非必漬壌Eの八万カー覿／非必漬壌臼の胃■となる■t‖R  ・これまで以上に鮮■なテープ雷神ることが可柁とぢろ  

・非必漬礪引こ錬るデータの必稟性や妥当性有機止ナるあーがあもの  ではないか  

UDPClltにおいて、丁一夕旺ピの丑7■カlあった幽E   

■入退出ルールの欄∬の＃に．I正嶋なテ一夕モ■Ⅵに比丘UTることが できなければ、マイナスの■絶iI傷仇敵暮井走ナること爪概l＝狭量さ れている   

W  間中化に河丁朋十竹 （執事性柑■．7ウトカム什■と合わせた押■  U孟DPC対■■Rの平均覆Ⅸ日鼠 ／土鰍■■■■の■書ホ慮が量DPC村t鋼恍と荊じと仮壬した嶋禽の平均  ■■曹膚庇の▲い曹禰正した上で、覆釈8叢書且肯したR■モ廿■でき る   
（＃入廣礪董の輔1と合わせて押傷）   0  

岨）  11難1王柑正に上る抒情  Uヨは邑t▼鋼の諷揮断粁ガ仏事の竜R8鷺0l．王OPC閂■■Rと恥じと髄電 した壌含の平日／  ●‾貯Mに人R欄W仰の月くぢ○■うVt糧な硬桝蚕事くtけ入れていも  
均在桝数全■桝の平均在鏡日蝕  ■統が騨■さ九る  

・▲曽邁桝が起きる可能性が穐絆されている  
（ただし・在■日■が長くても鯵療≠∫が傭い鯵断打分住も事く．比軟的  
▲讐量刑lこつながりにくいとの緒はがある）   

W  ll■軒Ilのカバーによ  の覿   一事け顎■Tf、事くtけ入れてい○■Rが岬■され○ ・▲■■洪やペーパーコンプライアンスの恐れモ雷1丁もと．一重止桝 歎（例えばID鋼）以上で繹∬ナる方が遭切ではないか  （）   

W  ■■■■‖l■l■■llサ叩○■■1tl■■  
轟いものの■鷺Il倉）   雷の敷／食DPC対暮■●   

のtい 

、一兵欄‖rより轟いものモ■疋した■   t膠断■ガ汀点■一日■モ■く膠tしてい○■研が絆サそれも ・▲看過桝が應倉も可他性が檜檜さ九ている  
■対▲となる鯵断欝分圧壷■tナる強いインセンチイブとなる  
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り医療l十皿で定める事■書について、地」tでの の礪で．がんを含むqま■について横田している  

0：DPCデータで集計が可純な相檀  

● 綿別調査を行う雫で置憬横側の負担が少なく速やかにデータを把握  

することが可能と考えられる指標  
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21．6．2 9  ②地域医療支援病院の評価  
（∋臨床研修に対する評価  

④医療安全の評価   
（3）出来高で評価されているもの  

（取返院支援の評価  

②地域連携（支援）に対する評価   

（4）その他  

（》後発医薬品の使用状況による評価  

C．次期の診療報酬改定では、評価が困難な項目   

1．DPCデータを用いて分析が可能であるもの   

（∋手術症例割合に応じた評価   

2．DPCデータによって一部分析が可能なもの、又は医療機関の負担が少な  

く速やかにデータを把握することが可能なもの   
（∋術後合併症の発生頻度による評価   

3．その他、既存の制度との整合性等を図る必要があるもの  

く2）既に診断群分類の分岐として評価されているもの  

（∋標準レジメンによるがん化学療法の割合による評価  

③希少性指数による評価（難病や特殊な疾患等への対応状況の評価）   

（3）出来高で評価されているもの  

（訂望ましい5基準に係る評価  

・特定集中治療室管理料を算定していること  
・救命救急入院料を算定していること  
・病理診断料を算定していること  
・麻酔管理料を算定していること  
・画像診断管理加算を算定していること  
ア．ICU入院患者の重症度による評価  

イ．全身麻酔を実施した患者の割合による評価  

り．病理医の数による評価  

エ．術中迅速病理組織標本作製の算定割合による評価  

オ．病理解剖数（割合）又はCPC開催状況による評価  

※CPCとは、臨床病理検討会（ClinicopathologlCalConFerence）  

のことをいう。  

※ アーオについては、望ましい5基準に係る項目であるが、これらの項月  

について出来高で評価されているものではない。  
④高度な設備による評価   
（4）その他  

②治験、災害等の拠点病院の評価  

※ 番号は、平成21年3月23日DPC評価分科会資料の通し番号を使用  

3  

DPCにおいて今後検討すべき課題  

L診断許分類点数表の見直しについて   

調整係数が段階的に廃止されるに当たり、基本小委において、包括評価点  

数の設定方法等の課題についても、当分料金において検討を行うこととされ   

ている。  

1．一日当たり点数の設定方法について  

（1）現状  

現在、別紙1のとおり、診断群分類ごとの1日当たり平均点数及び平  

均入院期間、入院期間の25（5）パーセンタイル値を基に、点数の設  
定を行っている。  

（2）問題点  

① 入院初期の医廉資振の投入量が非常に大きい場合には、入院初期で  

は、医療資源の投入量が診断群分類点数を大きく上回っていることが  

ある。（別紙2－（p、2－②）  

② 入院期間を通じて1日当たり医療資源の投入量の変化が少ない場、  

合には、入院期間Ⅲにおいて、医療資源の投入量が診断鮮分類点数を  

上回っていることがある。（別紙3－（D、3一②）  

（3）論点  

実際の医療資源の投入量にあった点数表とするため、入院初期の医療  

資源の投入量及び1日当たり平均点数に応じ、さらに適切な点数設定の  
方法を検討してはどうか。  

（案1）  

ア 入院初期の医療資源の投入量が、1日当たり平均点数に比して、非  

常に大きい場合、（別紙4）  

入院期鰐＝の点数：点数の段差の設定を15％から25％に変更  

入院期犀川の点数：入院期間Ⅰの点数及び1日当たり平均点数を  

基に、面積がA＝こBとなるように設定  

入院期間Ⅲの点数：点数の段差の設定を15％から25％に変更  

1  

Ⅱ．DPCにおける調査について  

1．E・Fファイルについて（別紙8）   

（1）ファイルの統合にづいて  

E・Fファイルについては、重複している入力項目が多くあり、2  

つのファイルを統合するべきとの意見があったが、どのように考える  

べきか。  

（2）入力の内容の見直しについて  

E・Fファイルは、出来高制度の規定に従い入力する。そのため、  

特定入院料等の処置等が包括されている点数を算定する場合には、  

E・Fファイルに、これら特定入院料等に包括される項目は入力され  

ないが、どのように考えるべきか。  

2．様式1について（別紙9）  

様式1には、患者の重症度等を評価するため、必須項日と非必須項目を   

設けているが、この項目について、見直しを行うべきとの意見があったが、  

どのように考えるぺきか。  

3．DPC調査の通年化について  

医療機関の診療内容の正確な把握及び点数への反映のため、DPC調査  

の通年化を行うべきとする意見があったが、どのように考えるべきか  

4．その他   

イ 入院初期の医廃資貌の投入1が、1日当たり平均点数に比して、小  

さい場合、（別紙5）  

入院期間Ⅰの点数：点数の段差の設定を15％から10％に変更  

入院期間Ⅱの点数：入院期間1の点数及び1日当たり平均点数を  

基に、面積がA＝；Bとなるように設定  

入院期間Ⅲの点数：点数の段差の設定を15％から10％に変更  

り 他の場合は、現行の「（1）通常の設定方法Jにより点数表を作成  

する。  

（案2）  

ア 入院初期の医療資源の投入量が、1日当たり平均点数に比して、非  

常に大きい場合、（別紙6）  

入院期間Ⅰの点数：入院期間Iの1日当たり包括範囲出来高点数  

の平均  
入院期間ロの点数：入院期間lの点数及び1日当たり平均点数を  

基に、面積がA＝＝Bとなるよぅに設定  

入院期間Ⅲの点数：入院期間Ⅵの点数から15％減じた点数  

イ 入院初期の医療資源の投入量が、1日当たり平均点数に比して、小  

さい場合、（別紙5）  

入院期間Ⅰの点数：点数の段差の設定を15％から10％に変更  

入院期間Ⅲの点数：入院期間Ⅰの点数及び1日当たり平均点数を  

基に、面積がA＝Bとなるように設定  

入院期間Ⅲの点数：点数の段差の設定を15％から10％に変更  

り 他の場合は、現行の r（1）通常の設定方法j により点数表を作成  

する。   

2．包括払いの範囲の見直しについて  

DPC制度においては、別紙7のとおり、出来高の点数表を基に、各項   

目の特徴に応じて、診断華分類点数及び医療機関別係数による包括評価と、   

出来高による評価を組み合わせることにより、点数を設定している。  

この包括評価の範周について、見直しを行うペきとする意見があったが、   

どのように考えるか。   

3．個別の診断群分類について   

現在、MDC毎班会謎において、分類の見直しの検討を行っているとこ   

ろ。   

4．その他  

2  
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診断群分類点数表の見直しについて（案1）  
別漑3－②  0400   

（縦隔悪性腫瘍、縦隔・胸膜の悪性腫   

銀  
叫  
1－SOO  

1，m  

10xx97xOxx  

瘍その他の手術あり 手術・処置等2なし）  

ーーー包括範囲の出来高実績点数   

－－・DP⊂点数表（25バーセンタイル使用時）  

入院期間Ⅰ巳  入院期間Ⅷ臼  
0  5  10  15  20  25  

在院日勤  

診断群分類点数表の見直しについて（案2）  診断群分類点数表の見直しについて（案1）  

入院期間Ⅰ白  人院期間Ⅱ日  入院期間Ⅰ日  入境期間Ⅱ臼  特定入院期間  特定人院期間   



：－・†、、j  中医協 診－ 2  

2 0．12．1  

⑦投薬（退院時処方を除く）  

⑧注射  
（9処置（基本点数が1，000点未満のもの）  

⑩病理診断（病理撞木作製矧こ限る）  

⑫リハビリテーションに伴い使用された蓋剤  

⑲精神科専門療法に伴い使用された薬剤   

（2）〈即料価垂二少   

ア 考え方  

原則として、当該医療隠矧二人院する全ての入院患者に提供  

される医療で、医療機関の機能に係るものを係数として評価し  

たもの。  

イ 具体的項目（各番号は、別紙1の項目番号に対応）  

①入院基本料  
看護配置や病院渾聖の違いによる評価  
・7対1、華7対1入院基本料（一般病棟入院基本料）  
・7対1、準7対1、10対1入院基本料  
（特定校能病院・専門病院入院基本料）  
※ なお、一時的に13対1、15対1入院基本料を算定する病棟につい  
ては、減算係数が設定されている。  

（a入院基本料等加算  
医療抜掬単位の機能に着目した入院基本料等加算の評価  
・入院時医学管理加算  
・地域医療支援病院入院診療加算  
・轄床研修病院入院診療加雇  
・診環録管理体制加算  
・医師事務作業補助体制加算  
・看護補助加算  
・医療安全対策加算  

DPCによる診療報酬について  

第1 DPCによる算定方法の概要  

診療報酬＝直垂蚤鱒畢生垂墾‖！全L」＋匝車重空室垂二重□  

／  
包括評価部分点数 ＝  の1日当たり点数（X）  

第2 DPCによる診療報酬の内訳（急性期入院医療に限る）  

1…包括評価部分点数（A）≦  

たり点数（X）  （1）   

ア 考え方  

原則として、いわゆるホスピタルフィー的要素（主に医療機関の   

運営コストで、固定費円部分を反映）であって、医療桂関の機能等を評   

価しているもの以外を包括的に評価したもの。  

イ 具体的頃日（各番号は、別紙1の項目番号に対応）   

（か入院基本料〔10対1入院基本料（一般病棟入院基本料）〕  

④医学管理等（手術前医学管塗料 手術後医学管理料に限る）  

⑤検査  
〔カテーテル検査（心隣、肺臓、肝臓、降隋）、内視鏡検査及び診断穿刺■  

検体採取料を除〈〕   
（白画像診断  

〔画像診断管理加属1、画像診断管理加算2及び造影剤注入手技（主要血管  

の分枝血管を選択的に造影撮影した場合）を除く〕  

1／4  2／4  

DPCによる診療報酬の内訳（概要）  
2 匝重奏垂直垂褒章垂二重］   

ア 考え方  
出来高評価部分では、原則として、いわゆるドクターフィー的  

要素（医師等の技術費用部分を反映）の他、いわゆるホスピタルフィー  

的要素のうち、特定の患者又は病棟毎に評価される項目や病院の  

立地する地域による調整のための項目が評価されている。  

イ 具体的項目（各番号は、別紙1の項目番号に対応）   

（1） いわゆるドクターフィー的要素の具体的項目  

④医学管理等（手術前医学管理料、手術後医学管翠串を除く）  

（9検査  
〔カテーテル検査（心隠、肺腺、肝良、腫腐）、内祝簸検査及び診断奇利・  

検体採取手引こ限る〕  
⑥画像診断  
〔画像診断管理加算1、画像診断管理加算2及び造影恥主人手技（主要血管  
の分枝血管を選択的に造影撮影した場合）に限る〕  

（診処置（基本点敷が1．000点以上のものに限る）  

⑩病理診断（病理診断′判断料に限る）  

⑪在宅医療  
⑫リハビリテーション（薬剤を除〈）  

⑬精神科専門療法（薬剤を除く）  

⑭手術  
⑮麻酔  
⑩放射線窺法   

（2） いわゆるホスピタルフィー的要素の具体的項目  

②入院基本料等加算  
・超急性期院卒中加算  
・療養環境加算  
・地域加算  
他26項目  

③特定入院料（加算点数として評価）  
・救命救急入院料  
・‘特定集中治療室管理料  
・ハイケアユニット入院医療管】星科  
・脳卒中ケアユニット入院医療管理料  
・新生児特定集中治療室管理料  
・総合局産期特定集中治療室管理料  
・広範囲熱傷特定集中治療室管理料  
・一類感染症患者入院医櫻管理料  
・小児入院医療管理料  

3／4  

出来高で評価   診断群分類毎の1日当たり点数で包括評価  捜能評価係数で評価  

4／4  



レセプトデータダウンロい一ド・データ仕様  Fファイル＜行為明細†I報＞  

Eファイル＜診療明細情報＞  

F－1  ○  施nコード  8  ロ  必須  都道府県さ号＋医療機関⊃－ド間には区切り  
を入＿れない   

F－2  ○  データ；■別事・号   10  柑  必須  複数回入退院しても共通の番号．様式1と一致す  
ろ   

F－3  C〉  通辞年月日（西暦）   8  快通）叩yy≠dd1996年Ⅰ月用‘の場合．  
1！I960101  

F－4  0l入院≒月8（西暦）  8   外来症例や未確定軌ま∞嘲00とする  

レセプトt算処理システムの診療鮒枇準する  
（※）   

F－6  ○  汚序 4   

た番号で付与すろ．   

診療明細情報の植序番号に対応する行為明細を、  
F－7．  ○  行為明細番号   3  44  あ須   1から付着十る．  

‖●＝   

F二8  d  病戌点数マスタード   12  56  1之桁ない拷合は、左簿わ   

ト9   ⊂〉  レセプトt暮処理システム  ロ  65  
Fファイルにはコメントデータを残す（コード   

F－10  ▲  8  ？コ  

F－＝  ○  夢正明瀬名称   2封  3Z7  診療明細の名称（最大漢字127文字）．沸たない  
場合は左詰め   
小数点以上7楓小数点以下3掛こて設定（小数  
点はl・Jにて設定ナる）．0．－印加1の場合、  

F－12  ○  使用量   ロ  338  必須    抑血肌・帥2．行為コードでレセプト電算処理シ  
ステム用コードの単位が投定されていない場合  
は伽00000000を投定   

F－13  （⊃  暮♯旦位   3  341  診療行為も含わてレセプト穐算処理システム用  

F－14  （〕  行為明細点数   8  34g  必填  行あの点数計   
F－15－  ○  行為明細藁劇胴   12  361  必須  行為の薬剤科（薬価×使用量）   

行為の材料科（購入髄または公示伍×数量）．材  
F－16  ○  ・行為明細材欄料   12  3丁3  必須   料点数の分離が不可能な場合は、薬軋点数計に集  

針ナる．   
F－17  ○  円・点区分   374  1‥円単阻0：点■位   

F－18  ○  出来高集線点数   8  3も2  必須  出来高芥定として！はナペき点軋   

F－19  0．  出兼高・包括フラグ   ■  383  必須  診療行為はレセ電■マスタの腑C適用区分をセ  
ツトナる 退院時処方は1をセートナる   

注1） ▲書のくハ、もの吼円糞示とナろ  

E－Ⅰ  ○  施設⊃「ド   ，  9  必環  都道府県番号＋医療機関コード附こは区切り い 
を入れな．   

E一之  ○  データ≡■勤番月   10  19  鱒寧  複数回入退院しても共通の寺号．様式1と一致  
ナる．   

6－3  ○  】且戌年月8（西層）   8  27  （共通）汀yy鵬d1996年1月1Eの場合、  
199olOl  

E－4  （⊃  入鹿年月日（西暦）   ¢  35  外来症例や未確定疇は000000とする  

E－5  ○  データ区分   2  3丁  必須  レセプト電算処理システムの診療降別に準ずる ※   
（）   

E←6  ‘〔）  書庫事・冒   1  41  必須  データ区分別に、稔療行為明細を1からの連続  
した番号で付与する．   

E－7  ○  病虎点数マスタコード   12  53  笹酎捏場合は、を癒め．   

Er8   レセプトt貫処理システム   9  も2  レセプト電算処理システム用主－ド無い場合  
○  材料7777700Obとする．   

㌢g  ▲  ≠群書号く1本）   8  1b  診療報酬点数上の鱒訳書号K∽0等   

Eィ10  （〕  診療行為名称   324  診ま行為の名称（最大韻事127文字）．満たな  
い鑓合は、左膝め． 

E－11  ○  行為点数   8  332  必須  診療行為（刑事位）での点数針．手技料十E12 行 
為薬剤料十E13行為材科料   

E－12  （⊃  行為薬剤科   8  封○  必須  診療行為内の薬剤点数升（再掲）．薬剤料のみ．   

診療行為内の材料点数粁（再掲）．材料制のみ．  
E－13  （〕  行為飼料料   8  3■8  必漬   材料点数の分離が不可能な場合は、廣剤点数計  

に集計する．   

E－14  ○  円・点区分   3」柑  1：円単位  8：点■位   

E－1S  ○  行為回数   I  35Z  必須  診療行為の実施回数（向日の同一行為はlとカ ン   
クト）   

E→16  0  保険者古寺   8  368  コードが4桁あるいは6桁の場合は、鰍こ各々  
4桁、2桁のスペースを挿入．   

E－17  △  レセプト檀別コード   4  364  レセプト種別＝－ド（医科）．1111～19錮   

E－18  ○  実施年月日   8  372  ryr叩■d（西暦牢4桁）1996年1月1日の場合、  
199瑚101   

E－19  ○ Z  3叫  必須  レセプト電算処理システムの診療科区分を入 力、   

E－20  （⊃  診療科区分   3  3刀  必残  医師の所■する診療札厚生労鵬省様式1のコ  
ードを使用．   

E－21  △  医師⊃－ド   10  387  病院独自コード．左薄め．   

E－22  △  病棟コード   10  39丁  病院独自コード．促し、一般、一般以外の区別  
が可能なこと．左暗め．   

E－23  ’○  病棟区分   398  1＝一般以外 0：一般 2こ入院中の外来診讃   

E－2l  （〕  人外区分   399  l：外来 0：入院  

E－25  3  データ挿入不用．タブでフィールドのみ作成．   
注】）需   

注2） 行▲■■什■の慮欄月．九わ蜘セナる綿のもの  
注3）外泊の■倉・18あたり1レコードとし・F→■こレtt，の外泊⊃－ドと入れト】4の▲駄は6－】1と内一  
注4） F‾ll．F－】5．F－1引こはいすわカーつに点数〆入る  

く登）ll・ll・川・21・盈・礼礼礼孔軋】2・氾・吼馳■“■軋TO■剛．90，92．，丁のいナれかが入る  

注2）加嘉点数はコメント什＃扱い【也立レコードとして分九で食加、暮倉）  
注3〉 外泊の■倉・】βネたウ1レ⊃－ドとし・ト8にレセプトt井蛾システムの外泊コード一入れモー】1の慮■比外泊■加■▲の鼻■  
（沃）】111．1l．ZI．2．ヨ．別」2札r．31．32．札叫50．封．叫TO．80．乳氾．9丁のいすれかが入る  

1／2  Z／2  

大月帽  小礪目  内寧（入力躊式事）   入力条件  

（l）  lCD川⊃－ド  “）入曙の買■となった書■引こ対するICD lO  あ譲  

（5）  E■責凛を1も投入した傷  慶■けい■雲■も投入した書■毛でレセプトと埠  必≡1     ■名  責した手綱事の鯵■行▲と一致ナる傷轟名  

作）  lCDlO⊃－一ド  l（5）F■責∫吉♯も投入Lた鷹■名に対するⅠ CDlO  必痍  

田  丘■★濃を2暮自に投入し た斗ホ名  罵欄け‖■モ2暮邑lこ投入した傷■名   あもー古住烏欄  

（●）  lCD10コード  1（丁）丘■1耳を2暮8に投入したヰ■毛l＝対す るIC亡〉1t〉  ある壌舎は必；■  

（○）  入痍l書併耳丘名1  入峡■貞七巳に＃宣していた傷■毛   ある量l禽はあ積  

（川）  lCDl（lコード  1付）入快■☆＃虚名1に村するICDlO  ある糧食は必饗  

入l醜鴫併存t毛2  入饅鴨点で鼓に脊柱していた斗■名   ある■合は必爛  
（12）  lCPlOコード  4‖）入l■サケ＃虚名之に舛ナるICDlO  ある1書は必a  

（13）  入牒疇併存配電3  入蹟岬点で既に脊柱Lていた書■名   ある増含は必賃  
（l▲）  lCD】0⊃一ド  l（13）入快ヰ併＃■名3に舛ナるICD川  ある■禽は必眉  

（lの  入Il嶋麟存虚名ヰ  人鴫鴨島で■に滞在していた■書名 ある場合は必壌  
（lも）  lくニDlO＝い－l  l11S）入鋏■併＃鹿毛●に対ナも1CD川  ある叫倉は必諷  

い丁）  入虎墳彙】重鎮t名1  入梗中に彙生Lた■■毛．   あも■舎l土あ漬  

（用）  lCD10コード  川丁〉入痍撞貴慮痍島名1に対するICDlO  ある■舎は必1  

（柑）  入峡礁発症よ上名2  入快中に彙生した斗■毛   ある場合は必す  
l一犯）  lCD】○コード  1‖○）入扶仕舞鐘■王名2に好事るICDO  ある鶏舎欄戚欄  

く之l）  入秩11舞鶴象1も3  入隷中に先生した■鋼毛   ある犠今は必痍  
【22）  tC＝）＝⊃一ド  H2り入瞳tた虚痍量毛3に対するtcDlO  ある叫倉は必須  

（Z5）  入峡撞貴慶長1名4  入快中に弁生したt■名   ある■含Iiさ譲  

（21）  ICD】0⊃・－ド  l（23）入峡繍集塵痍■名■に対ナるICD】0  ある■曾は¢蠣   

5  羊輌慣儀  （り  半解名1   毛稀   ある■食は必す  
【Z）  lCD8－CMコード  iCD9－CMにおける犠式⊃－ド   あaではない  

虞政義コード   蓼科鯵■書■貞サホにおける手簡輝にHわる コード  手簡名1がある■書は必虞  

（4）  孝術】蚤■   1．初旺IZ．■手綽   手術毛1がある場合は必須  

【5）  攣嫡鴨蝕   l．右■ 乙左書 3．左石   手簡名lがあり、■判事のq舎必讃  

（6）  寧縮日  、＝l・ ll 例2㈹年一月】8－20080TOl  手幣名1がある壌舎ば必壌  

（7）  ■■   1．重■t胃■之．曙虞外陣さ13．書掩蔽p4．■  麒麻酔5．■所離絆l．圭欺十t慮外丁．モの  
他g．書   

（8）  羊崩毛2   名称   ある■舎はあ覆  
甘〉  ICD9－CMコーード  lCD9－CMに紳ナる簡戎⊃－ド   必■千ではない  

（】0）  点数轟コード   量れ■書書1点厳責にお11る手閤料lこHわる ⊃－ド  手術名2がある壌合はあ鶏  

（tり  李斯画数   l．初凪 2，萬手簡   事爾名2があるq合ほ必須  

（12）  手術餉数   1．右■ 之左t13．左右   車輌名2があり、■科事の斗台必痍  

（】3）  手簡巳   8－9力、らなる8桁の農事Ym■舶 ■2∝18事7月】日一之刷和l  手簡名2がある鶏舎はめ諷  

【川）  府絆   
l．全身屑絆2．可鳳外窮■ユ．甘稚瞬iIl．■  
巌簸欝5．几断線拝l．重欝＋礫虹外丁．その  

9．暮   

（15）  手簡毛3   名称   ある糧食は必1  

（柑）  ICD9－CM⊃－ド  tCDl－CMにおけも蠣ま⊃－ド   必1ではない  

点数七っード   E軸鯵轟欄■貞畿鼓における車輌＃にMわる ⊃－ド  手書毛3があも■含はあ諷  
（柑）  亨欄引司卑   】．初回 2．＃千朽   手書名3がある1舎はあ環   

平成20年度 様式1  

大】■邑  小礪且  内管【入力一事式事）   入力条件   

■中■憬■    脆貯⊃－ド   ●1膚■■号（2佑）＋匿■櫨Hコード（7桁） ■011234581  必真l  

（ヱ）  鯵－1科コード   r鍾■升∫を1も投入した傷功名」をp■した 科のコード電記入  心■  

（3）  統繕幹■什鶴雷サ  】入快サマリは0．転捜の虞に1、2．ユとする． 銅一痍■での3日以内の再入瞳は▲とナる 
．   

2  デー飢■性事    データk別事サ   ○一拍、らなる川桁の故事  
朗01Z刑部丁80   ■■  

（Z）  性別   】．力 2．女   必凛  
（3）  生年月8   ○一－，からなる8桁の故事†YⅧ． 鋼1970年5月1日一l卯0058l  あ須   

】．暮■・払董のみ2．せ▼入R3．鮒申された  
ユ  入道快惰t  い）  入ぼ中の主な鯵療目的   す期入鏡の鰻り逢し（化肇■靂∴】駄銅け1法．  

血釘）tモの他の加療   

（2）  治■実施の★暮   01■1＋★   必凛  
（3）  入l腋年月日   0－－，からなる8桁の■事†▼Ⅷ 朗2叫事りI一日→2叩80701  ふ■  

遺尿年月日   0－1からなも8簡の汝事Ⅷ  ・▲…＝＝＝こ●●  入よ中の≠台は伽   必漬  
（5〉  棍欄の書■   0．▲†．雷   必膚  
（8）  入鹿蛙路   l．牧内出土2．一般人甘：つ．その他■痍からの 転社  必■1  

他l虞上りの繰介の雷撫  8．■1．事   3（の入験経慮が2，一般人験の札含のみ必双  

ll†  自l託の外来からの入峡  0一義】．■   ユ（6）入戚麓捧が2．一般人扶の1舎のみあ饗  

（9）  予定・繁■入縫区分             ■      －   3（6〉入牒鎧騰が乙－ね入快の■倉のみ必欄  

（】○）  緻1▼による柑羨の雷■  0、■ Ll∵   ‡くq入職種Ilが1一般人楓の斗舎のみ必壌  

遭l豪彙   1．外棄（自統）Z．外来（愉快）l．鞋練5 ■丁  
6．モの他■棟への転棟，．モの鴫   ◆■  

（t2）  遺構鴫転用   入力事1き●■   必1  

0．入快■21叶間以内の死亡■L  

くl：ll  21巾l笥以内の蒐亡の書書‘   】．入叶杜21■〃l以内の死亡■リ 2．♯1王暮として井遺され、入駿府に処t蔓、  
手練1▼で鷺亡事り   

（11）  】何回遍鏡年月日   ○－1からをる8桁の敷事▼▼17仰 ■！（朋事‘月＝ヨ→2叫抽1  必すではない  

（15）  l何周同一簾■で自峡入幌の  0一－Iからなる8桁の■事 YⅧ  8増lではない     ★●  こ   ＝▲…   言   ＝：l■l  

11I）  叫t謝1となる一触■繍へ の入虎の書■  入力事儀モ●月   あ讃  

（川  講董紺暮となる■檜■棟へ の入腱の書1  入力ttモ●■   必用  

（柑）  モの他の■捜への入快の雷 ●  入力事■を●Il   血∋六  

（川）  ll式l剛始日   ○－1からなる8桁の故事††Tr仙∝〉 例2∝帳寧‘月1日－200…0l  必策  

（20）  様式1鴨TEl   0－，からなも8桁の数字†▼YY■t∝l こ ■l 
・＝；＝・l・－   

l  ■■巾■  （り  主節■毛   1虞■サマリの主■★れに正人された1■毛  あ1  

㍑）  lCDlOコード  l川王■■に鍬するICDlO   必諷  
（3）  入Itの契■となった書■名  入Ilの爽暮となった■■名   ¢乳  

■
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大嶋目  小額ヨ  内容（人力様式事）  入力条件  

〔15〉  がん王者のP●バロm■∩＜＝●Sl   入力卓識を蓼欒！   必讃ではない（入力ナる壌合は医療1耳を  
遭‖し投入した慮】斉名が手†主l■疇に扶当する  
11貪のみl  

め視てはない（入力する場合は0100川、  

（糊  0700ユ0＿010ユ30．卯m勅LOlO358  
DTO3軋07ロ37D＿07叫70．160690、  
柑0耶0、160990に該当する糧食のみ）  

必凛ではない（入力ナる場合は医療1溺を 暮もp人した傷病毛が■∝別に江当する犠含  

Huヱh山川○亨分更l  入力生傷をさ欒  （6量兼浅の小児で分双不たな壌合は陰  

く）のみ）  

（川）   JしtV   ■も投入した傷痍名が帖005に該当丁る増合  
のみl  

】夫心技、ほ仕度血†重心疾曇  
（19）   （050051‖における入院■  人力車観音鬱鵠   め濱ではない【入力する場合は医九★刃を  

土も投入した傷痍名が鴨抑50に丘当する1  

蜂における王症丘  含のみ〉  
急性心㌫梗暮【0500ユ8，  

必凛ではない（入力するヰ舎は暖■薫漏を  
（20）   050010）における入院時の  入力稟領を蓼贈       王ti丘：Killjp分類入瞳呵l二  最も投入した傷■名がD5（旧ユロ、0洞40に旗  

おける王症度  当する叫含のみ〉  

合は‾1之13ヱ【と混入   （Zり  肝穫まのCh；ld－Pu（h分箋  B11＝し ▲lbコ2．放水El．脇立＝3 P†＝2の鴇  必填ではない（入力する4合は医優賞磨そ        ■も投入した斗病名が068300に蝕当する壌  
含のみ）  

12Z）  急性】畜炎の王痘虔分凛  入力葺斗を書照   必譲ではない（入力する糧食は蚤優賞薦を  
最も投入Lた傷病名が耶心358に扶当ナる廿  
合のみ）  

▲ ■t 一    入力蓼餞を鬱礫   必須ではない（入力する場合は医療賞賛を  
七も投入した傷痍名が】ユ∞40に該当丁る壌 告のみ）  

（24）  負性白血鋼の病聖分環（F  入力書棚を事欄   め譲ではない（入力する壌含はE瘍∫葺を  

AB分類）  最も投入したt鏑名が1コ0010に該当する犠  
舎のみ）  

（25）  非ホジキン鏑の癖期分類  入力事項を鬱積   必譲ではなし、（入力する壌合は毘優賞窟を  
tも左入した傷病暑が130030に該当ナる壌 舎のみ）  

【Z即  Burninl九圧   0－100の難字   熱（lがある場合必ノi  

（27）  その他の重症丘分顆一名林  その他任用できる重症度分譲の名称モR入  必須ではない  

★ごt十  その他の重症度分ヨ・分毘  その他使用できる重症度分汀の分類羊号（また  必濃ではなしヽ     嘉号または正号  は紀号）をⅠ己入  

（音数）   
（29）  救急カテ実施時凧（外来受 鯵一カテ開始までの瞬間   畔間を記入（1拉H）例1晴間30分→ 1．5  必まではない  
枚急6血t舛書綴董実篤鱒  

（38）   †Ⅵ（外来受診－CT．MR Ⅰ開始王での時間（算  
1．5   

数））   

J丘▲米（勾府一事学会【Am●パc■  
（3り   nSo亡；●～An●tth●■ido■i事  
tコ）による分無   

必頚でl主ない  

（3Z）  干支しない再手術川8拷問 以内）  0無 し有   必貨ではない  

÷1J十  予定しない外来奥t艶の入 扶  D，撫l．雷   必須ではない  

（31）  2β以内のICUへの再入 霊（18鴫間以内）  0集l．書   必須ではない  

JII一  あ讃ではなしヽ  

（36）   （り現在の妊娠の有■が■の壌合必策  

四  知手I保健1暮杜達における入  1任正人炭 Z，医●擾乱入絨≡ コ．緒1入験  必須ではない（入力する場合は縞神痍床へ  
芹お虻   t応士人院   の入院があるq含のみ）  

田  精神保健11礼法に基づく隋  B散をた入（単位 日）   必須ではない（入力ナる事合はホ韓ホ床へ  
の入院がある鳩舎のみ）  

（3g）  精神保鍵禰祉まに暮づ（鼻  日数を正人（■位 B）   必1ではない（入力ナる場合は精神ホ床へ  
の入陳があも1含のみ）   

大項台  小填6  内春（入力機式事）   入力条件  

李斯側熟   】，右側 乙左蘭 コ 左右   二手繊毛3があり＿ 捧l料亭のナ■含必須  

（20】  手綱巳   0－9からなる8桁の数字nYY岨 朗2008年一月1日 
－2（油島0？8】   

（2り  麻酔   

】．全身麻酔Z硬11ホ麻酔3．★柑麻酔4．檜  

崩島1絆5局所麻酔6．全線十梗仇外7その  

他，∵■   

くっ2）  手鞘名4   名称  ある坤含は必譲  
ほっ）  lCD⊆卜CIJ⊃－ド  1CD9CMにおける陶孟コド   必浦ではない  

（24）  点数靂コード   里村鯵■繹酬点社靂における手精薄に醐わる コー・ド  草餅名ヰがある場合は必頚  
（25）  l玩【司 7再手1有  ニ・・こ  
手術偶数   1右せl：し左愴l：．左右   手輌名ヰがあり＿由増車のq含必眉  

手額日   ¢－9からなる8折の⊇l字†Y†Yン】m 例～M年7月1日→2∝）8D701  手賄毛4がある増合は必頒  

（Z8）  麻酔   】．全身麻絆2硬購，l麻酔ユ升椎胴腱4檜  
脈麻酔5局所麻酔6圭廟＋硬慮外7その  

他gホ   

（29）  手術名5   名詩   ある場合は必須  
（30）  ；CD9－CMコード  lC⊂〉9－CMにおける一軒式コド   必頴ではない  
（31）  点数董コード   医科鯵緻爾鱒点数丑における手鞠輝に属わも ⊃－ド  事前名5がある鳩舎は必篇  

（32）  手術風致   l．初回 2再手術   手術名5がある場合は必須  

（3コ）  手術側蝕   1．石嶋 2．左¶ 3．左石   手捧名5があL∴祖国事のq含必‡l  

（31）  手術日   0山gからなる8桁の数字Y一丁Y■げ〉D 例2008年7月1日→ZOO887Dl  手粍名5がある鴇色はめ爛  

（35）  亘幹   

l全▲麻酔2梗l■，I麻酔3．★檀麻幹▲．怜  

鵬麻占事5，局所麻酔6．含麻＋硬膜外7モの  

他9撫   

6  】忘檀M樟  （り  研荏の娃姐の粛れ  0．暮1．1 ヱ．不明   必須  
出生時体1   グラム萬1立入力 例 3（】00   新生児疾土の1合必頒  

（3）  出生時境叫葛故   ○－9ム、らなる2桁の熟字   新生児痍量のq含必讃  

（l）  喫煙車l蝕   喫煙精微＝l日のl喫煙車蝕ゝ喫煙年数  必まで【iない  

0■し有（】←コ00）k不こ種】1原文芸l  

（5）  入院時玉江庫書がある叫合   自発性暮失  必一虞     のJC∴S  桝量Ilレベル3で自発性震矢の疇含はr3  

lJとたIl  

¢．■1．書（l－3【氾）R．不檀l■鹿央茶▲  

ロ  遺構瞬書液汁書がある場合   句集性喪失   必譲ではない（入力する犠合ほ寛亡退院以  
例1獣aレベル3で自発性喪失の犠合は「：1  

山とl己8   

ロ  人陰晴のADしス⊃ア  18項目の絆せ視点について数字10桁でだ人 ll1211】111（氾  あヨでは虻い  

【8）  il陳時のADしス⊃丁  川壌目の獅価視点について数字＝凍で錠人 例12‖1】】l00  必護ではない  

（9）  榊¶ステージNPUAP 分壬l  人士け‖凛を事牒   必篇ではない  

＝0）  がんの初集．車乗  8．初発 1，再発   必ヨではない（入力する壌含は現像貴重を  
1もキ入した1病名が墓性膿ヰに臨当丁る  

tl含のみ）  

いり  ∪】CC礪期分護（T）  入力稟qを蓼糟   必罰ではない（入力する嶋含は匿■責溺を  
1も没入した臨痍名が悪性旛ヰに甘呈する  

圭一貪のJナ）  

UICC■川場欄（N）  入力手機を曽照   必遷ではなし1（入力する糧食は医覆★篇を  最も役人した傷病名がき性且特に駄当する  
土■含のみ）  

UICC鋼期分類（M）  入力■qを●購   必凛ではない【入力する増含は医薇■董き  最も没入した斗ホ暑が量性川名に該当する  
場合のみ）  

い1）  がんのSt■g●分致  入力蔓欄を蓼解   必譲ではない（入力する≠台は医療薫J左  
tも捜入した鶴■名が重性膿瘍に謀議する  

壌貪のみ）   

大項目  小額自  内容（入力樽式事）   入力条件  

（ヰ○）  入院時G∬尺度   
入力手綱圭参照   蜃療1靂壬最も音人Lたt病名が眠IC17に払  当する場合と無稽礪庄への入戌がある鳩舎  

必プt  

＝‖  】息成増G▲f尺度   
入力稟q告畿牒   必甥ではない（入力ナる埠含は医▲貞頒を  

1も投入した鳥浜名がH比‖に旗塗する場合  

と■躊病床への入院がある鴇含のみ）  

題線★iを■も複入した傷病毛が、C340、  

Cつ11．臼12．口43、C348、Cユ1g．C小5＿  

（42〉  中名付加コード   人力筆欄をず嬬  以9コ、C73．C用コ．C相8、C792、CT95＿  
C7g8、0059．Dlコ9，Pl00、D18しDZ13．  

■・●■r■・●・■■＝  

M85、150、S364．S368、5378の叫含必頚  

川3）  外傷の賛t榊l孟   】．鞘虻】2 観的 3不明   必譲ではない（入力ナる句会はl帥100ー  
1‘IOtOに舷当する■合のみ）  

（一1）  人陰ヰGl■叩○■G：咽Sc8l亡  入力藁鼠を儀■照   必譲ではなし＼（入力ナる場合はl00l（氾－  

川†060に該当する≠含の力）  

（15）  入扶楕収由爛血圧   （1位■■H【）   必譲ではない（入力ナる吐合11川0＝和一  
l引（湘には当する≠含の■ゝ）  

（46〉  入快晴呼吸回数   （斗位回／分）   必須ではない（入力する1肯！王160I（泊～  
16】0倒）に扶当する■合のみ）  

川丁）  熟知飼最大11S   入力稟1を鬱姓   18讃ではない一入カナる！一合は16Dl00－  
16】068に該当ナる場合の一ゝ）  

川g）  lI■●ヽ†I†   入力雷¶を♯欄   必譲ではない〔入力ナる叫禽は】801（泊～  
161060に詳当する■含のみ）  

⊥巾†  1陶節1大山S   人力車細を讐照   め須ではない（入力丁る壌禽は柑Ol∝ト  
16沌60に駄当する壌含のみ）  

【SO）  娩ホ■二大1IS   入力1月ほ■照   必須ではない（入力する犠舎ほ1甜】00－  
16用心）l＝農機する■含のみ）  

胴・ ・   入力莫qを鯵照   必ヨではない【入力するⅦ含は1601∝】－  
1引08Dに抜塑する場合のみ）  

休養1：た11S   入力憂qを暮照   戎・凛ではない（入力する壌和まl‘01【旧－  
1ち1060に該当する1合のみ）  

化字1霊法の萬九   0．書】粛（1蚤ロ）2書（蛭静脈又は  
繰動静）  
コ有（モの地）   必凛  

【51）  テモソロ≡ド【初発の初匡 治柵に覿る）の需■  D．無   し 雷   必鋼   
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DPCにおける今後の課題（案）   

Ⅰ．DPC対象病院への参加及び退出について  

1．背景  

DPCの対象拡大においては、中医協基本問題小委員会で平成21度DPC対   
象病院の基準等について取りまとめたところ。  
N方、DPC対象病院が拡大されてきた中で、「DPC準備病院、DPC対   
象病院ともに、個々の医療棟関が、一定のルールの下に、自主的にDPCを辞   
退する」ことにつしヽて論点の提案があった。  

2．現状  

（1）DPC対象病院への参加のルール  
DPC対象病院の基準炎を満たした病院で、DPCに参加の意思があるこ  

と。  
※ 平成20年度DPC対象病院の基準（別条氏1）   

（2）DPC対象病院からの退出のルール  
平成20年度以降に入院基本料の基準を満たせなくなった病院については、  
再び要件を満たすことができるか判断するため、3か月間の猶予期間を設け、  
3か月を超えても要件を満たせない場合はDPC対象病院から除外する。  

（3）その他  
ア 現在の診断群分類点数及び調整係数については、DPC対象病院から提  
出される2年間（10ケ月分）のデータ（以下、「DPCデータ」）を用いて  
計算している。  
イ DPC対象病院については、厚生労働大臣告示において、病院名及び調  

整係数を示している。  

3．論点  

（1）DP C対象病院の条件を満たせなくなった場合の取り扱いについてどの  
ように考えるべきか。   

（2）「一定のルールの下に、自主的に」DPC対象病院から出来高病院へ退出す  
ることについてどのように考えるぺきか。   

（3）「一定のルールの下に、自主的に」退出を可能とした場合  
ア．退出に際して、どのようなルールが適切か。  
イ．一度退出した病院が、DPCへ再参加することについてどのように考え  
るべきか。  
ケ その他  

1   

5／5  



Ⅱ．その他   

（1）平成21年度DPC準備病院の募集について  
平成2†年度にDPC準備病院を募集すべきかどうか検討が必要ではないか。  

※ DPC対象病院数等については別紙2参照  

‾‾ ‾’▼l▲■l   
（2）調整係数廃止後の包括評価点数の在り方について  
診断群分類毎に平均在院期間及び平均点数を用いて、入院初期に手厚くなる  
ように包括評価しているものの、救急疾患等においては入院初期の医療資源投  
入量が包括評価点数を上回ってしまう状況等も指摘されている。   
調整係数によって病院毎の医療資源投入量に応じた調整を行っているが、調  
整係数廃止後の包括評価点致の在り方について検討が必要ではないか。  
※ 現行の包括評価点致の設定方法については別紙3参照  

（3）経過措置について  
調整係数の廃止に際しては、新たな「機能評価係数」の検討結果を踏まえて、   
激変緩和を目的とした段階的廃止の有無やその方法についてどのように考える   
のか。   

（4）その他  
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